
平
成
二
十
二
年
六
月
三
日
提
出

質

問

第

五

三

五

号

宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
祭
祀
と
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

�

井

英

勝
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宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳
の
祭
祀
と
調
査
に
関
す
る
質
問
主
意
書

宮
内
庁
に
よ
っ
て
皇
室
の
祖
先
の
墓
と
さ
れ
、
陵
墓
（
陵
墓
参
考
地
含
む
、
以
下
同
じ
）
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
古
墳

（
以
下
、
陵
墓
と
略
）
に
つ
い
て
、
宮
内
庁
は
「
陵
墓
の
保
全
工
事
に
伴
う
調
査
の
際
の
見
学
の
実
施
や
調
査
結
果
の
公
表
等

に
努
め
て
い
る
」
と
い
う
が
、
一
般
市
民
に
よ
る
見
学
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
研
究
者
で
あ
っ
て
も
限
定
的
か
つ
、

ご
く
少
人
数
の
立
ち
入
り
が
「
許
可
」
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
範
囲
も
墳
丘
裾
の
管
理
用
巡
回
路
ま
で
に
と
ど
ま
り
、

墳
丘
全
体
の
詳
細
な
形
状
や
規
模
等
を
外
形
的
に
も
把
握
、
確
認
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
実
態
は
、
わ
が
国
の

み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
全
体
の
歴
史
や
外
交
の
様
相
等
の
解
明
に
と
っ
て
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。
宮
内
庁
に
よ
れ
ば
、
陵
墓
は

皇
室
に
よ
っ
て
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
生
き
た
墓
」
で
、
「
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
最
も
重
要
」
で
あ
り
、
発
掘

や
立
ち
入
り
は
「
厳
に
慎
む
べ
き
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

陵
墓
に
つ
い
て
は
「
現
に
皇
室
に
お
い
て
祭
祀
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、
静
安
と
尊
厳
の
保
持
が
最
も
重
要
で
あ
る
」

と
い
う
政
府
見
解
は
い
つ
作
ら
れ
た
も
の
か
。
ま
た
、
「
生
き
た
墓
」
と
は
、
い
か
な
る
概
念
か
。
具
体
的
に
説
明
さ

れ
た
い
。

一



（
二
）

陵
墓
に
は
宮
内
庁
が
立
ち
入
り
等
を
禁
じ
る
意
思
を
示
し
た
看
板
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
立
ち
入
り
等
を
禁
じ
る

看
板
は
い
つ
か
ら
置
か
れ
て
い
る
の
か
。

（
三
）

陵
墓
は
国
有
財
産
法
上
、
皇
室
用
財
産
と
し
て
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
学
術
目
的
で
の
自
由
な

立
ち
入
り
ま
で
も
禁
止
す
る
法
的
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
自
由
に
陵
墓
に
立
ち
入
っ
た
り
墳
丘
に
上
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、
法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か
。

宮
内
庁
が
陵
墓
の
管
理
上
、
研
究
者
を
は
じ
め
国
民
が
陵
墓
に
立
ち
入
る
こ
と
す
ら
禁
じ
る
権
原
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

（
四
）

陵
墓
の
調
査
は
、
宮
内
庁
職
員
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
静
安
と
尊
厳
が
保
持
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
研
究
者
に
よ
る
も

の
で
あ
れ
ば
静
安
と
尊
厳
が
保
持
さ
れ
な
い
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
詳
細
に
答
え
ら
れ
た
い
。

（
五
）

昨
年
、
私
が
提
出
し
た
質
問
主
意
書
（
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
九
日
提
出
の
質
問
第
六
一
一
号
）
に
お
い
て
、
皇
室

の
起
源
と
実
在
が
不
確
か
な
皇
室
の
祖
先
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
「
宮
内
庁
と
し
て
は
、
古
代
の
皇

室
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
者
の
間
で
も
諸
説
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
答
え
、
明
確
な
見
解
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
起
源
や
存
在
に
つ
い
て
、
政
府
自
身
の
見
解
を
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
が
葬
ら
れ
て
い
る

二



の
な
ら
、
そ
の
埋
葬
地
で
あ
る
古
墳
や
出
土
品
を
宮
内
庁
が
管
理
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
政
府
の
見
解
と
し
て
起
源
や
存
在
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
人
物
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
土
地
に
対
し
、

祭
祀
や
管
理
の
費
用
を
国
費
か
ら
支
出
す
る
根
拠
は
何
か
。

（
六
）

陵
墓
に
お
い
て
は
皇
室
に
よ
っ
て
、
宮
内
庁
が
被
葬
者
と
定
め
た
者
の
没
後
百
年
ご
と
に
式
年
祭
等
の
祭
祀
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
皇
室
祭
祀
令
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
。
皇
室
祭
祀
令
は
日
本
国
憲
法
施
行
日
の
前
日
に
廃
止
さ

れ
て
い
る
。
皇
室
祭
祀
令
で
な
け
れ
ば
式
年
祭
等
の
祭
祀
は
何
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
明
確
に
示
さ
れ
た

い
。

（
七
）

陵
墓
に
お
け
る
祭
祀
は
、
皇
室
の
私
的
な
行
為
と
さ
れ
て
い
る
。
皇
室
の
私
的
な
行
為
の
対
象
と
し
て
い
る
陵
墓
の

管
理
に
国
費
を
充
て
、
そ
れ
に
国
家
公
務
員
で
あ
る
宮
内
庁
職
員
が
携
わ
る
こ
と
は
、
政
教
分
離
の
原
則
を
明
確
に
定

め
た
憲
法
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
陵
墓
の
管
理
に
要
す
る
費
用
と
し
て
毎
年
、
何
に
い
く
ら
支
出
し
て
い
る

の
か
。
直
近
十
年
間
に
つ
い
て
、
総
額
と
内
訳
明
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
八
）

本
年
二
月
十
三
日
、
大
阪
府
堺
市
の
田
出
井
山
古
墳
で
「
反
正
天
皇
の
千
六
百
年
式
年
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

四
月
一
日
に
は
、
大
阪
府
羽
曳
野
市
の
誉
田
御
廟
山
古
墳
で
「
応
神
天
皇
の
千
七
百
年
式
年
祭
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

三



式
年
祭
の
主
催
者
は
誰
か
。

（
九
）

質
問
主
意
書
（
二
〇
〇
九
年
七
月
九
日
提
出
の
質
問
第
六
五
七
号
）
で
、
皇
室
に
よ
る
陵
墓
の
祭
祀
の
起
源
に
つ
い

て
質
問
し
た
が
、
「
宮
内
庁
と
し
て
は
、
陵
墓
に
お
け
る
祭
祀
は
、
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
古
く
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
反
正
天
皇
の
式
年
祭
も
応
神
天
皇
の
式
年
祭
も
、
何

年
か
ら
皇
室
の
伝
統
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
き
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
式
年
祭
の
経
緯
を
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

（
十
）

今
年
の
二
月
十
三
日
が
反
正
天
皇
の
千
六
百
年
の
式
年
祭
の
日
、
ま
た
四
月
一
日
が
応
神
天
皇
の
千
七
百
年
の
式
年

祭
の
日
に
当
た
る
と
定
め
た
根
拠
は
何
で
、
誰
が
定
め
た
の
か
。

（
十
一
）

二
つ
の
式
年
祭
に
は
参
列
者
と
し
て
、
複
数
の
公
職
者
が
参
加
し
て
い
る
。
二
つ
の
式
年
祭
に
参
列
し
た
公
職
者

の
氏
名
と
所
属
等
を
す
べ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
皇
室
の
私
的
な
祭
祀
に
公
職
者
が
参
列
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
政
教
分
離
の
原
則
を
定
め
た
憲
法
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
十
二
）

二
つ
の
式
年
祭
の
内
容
、
手
順
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
参
列
者
に
対
し
、
男
性
に
は
「
モ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
ト
（
ベ
ス
ト
は
黒
）
・
紋
付
羽
織
袴
」
を
、
女
性
に
は
「
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
（
ロ
ー
ブ
モ
ン
タ
ン
ト
）
、

デ
ィ
ド
レ
ス
（
絹
又
は
絹
風
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
等
）
・
白
襟
紋
付
（
色
留
袖
、
訪
問
着
）
」
等
の
服
装

四



を
求
め
て
い
る
根
拠
は
何
か
。

（
十
三
）

宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
の
治
定
の
誤
り
に
つ
い
て
、
先
の
二
つ
の
質
問
主
意
書
と
本
年
二
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予

算
委
員
会
第
一
分
科
会
の
質
疑
で
質
し
た
。
分
科
会
質
疑
の
中
で
平
野
博
文
官
房
長
官
は
「
で
は
間
違
っ
て
い
る
の
か

ど
う
か
。
こ
こ
は
、
少
な
く
と
も
宮
内
庁
に
お
い
て
書
陵
部
長
が
し
っ
か
り
と
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
て
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
き
ち
っ
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
こ
の
官

房
長
官
の
信
頼
、
信
用
は
正
し
い
の
か
。

宮
内
庁
書
陵
部
陵
墓
課
に
は
考
古
学
を
専
攻
し
た
陵
墓
調
査
官
を
は
じ
め
研
究
職
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
研
究
職
職
員
は
、

�

五
世
紀
半
ば
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
阪
府
茨
木
市
の
太
田
茶
臼
山
古
墳
に
、
六
世
紀
前
半
に
没
し
た
と

い
わ
れ
る
継
体
天
皇
が
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と

�

三
世
紀
後
半
か
ら
四
世
紀
初
め
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
県
天
理
市
の
西
殿
塚
古
墳
に
、
六
世
紀
の
継

体
天
皇
の
妃
が
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と

�

五
世
紀
前
半
に
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
奈
良
県
奈
良
市
の
市
庭
古
墳
に
、
九
世
紀
の
初
頭
に
没
し
た
平
城
天

五



皇
が
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
四
）

最
古
級
の
前
方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
箸
墓
古
墳
（
奈
良
県
桜
井
市
）
に
は
、
宮
内
庁
に
よ
る
と
、
ヤ
マ
ト

ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
は
孝
霊
天
皇
の
娘
で
あ
る
と
い

う
。
ヤ
マ
ト
ト
ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
と
孝
霊
天
皇
は
い
つ
存
在
し
た
人
物
か
を
、
先
の
質
問
主
意
書
（
質
問
第
六
一
一

号
）
で
問
う
た
が
、
そ
の
答
は
「
『
日
本
書
紀
』
等
に
よ
れ
ば
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
は
孝
霊
天
皇
の
皇
女
と
さ
れ
て

い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
「
宮
内
庁
と
し
て
は
、
古
代
の
皇
室
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
者
の
間
で
も
諸
説

あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

近
年
の
研
究
成
果
か
ら
、
箸
墓
古
墳
の
築
造
時
期
は
三
世
紀
を
下
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
ト

ト
ヒ
モ
モ
ソ
ヒ
メ
が
孝
霊
天
皇
の
娘
で
あ
る
な
ら
、
孝
霊
天
皇
の
墓
地
の
時
期
は
、
箸
墓
古
墳
よ
り
も
古
い
か
ほ
ぼ
同

時
期
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
宮
内
庁
に
よ
っ
て
孝
霊
天
皇
が
葬
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
「
片
丘
馬
坂
陵
」
（
奈
良

県
北
葛
城
郡
王
寺
町
）
は
い
つ
築
か
れ
た
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
箸
墓
古
墳
よ
り
古
い
時
代
、
弥
生
時
代
の
墓
地
な
の

か
。
箸
墓
古
墳
と
同
じ
時
期
の
古
墳
な
の
か
。
学
説
で
な
く
、
宮
内
庁
の
見
解
を
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。
あ
わ
せ

六



て
、
孝
霊
天
皇
片
丘
馬
坂
陵
の
配
置
を
分
か
り
や
す
く
明
示
さ
れ
た
い
。

（
十
五
）

宮
内
庁
に
よ
る
陵
墓
の
治
定
は
幕
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
の
間
に
、
「
万
世
一
系
の
天
皇
」
を
う
た
っ
た
帝

国
憲
法
下
の
「
皇
統
」
を
視
覚
化
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
現
在
の
宮
内
庁
は
、
被
葬
者
の
治
定
の
正
否
に
つ
い
て
の

検
証
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
宮
内
庁
に
は
、
か
つ
て
の
陵
墓
治
定
の
正
否
に
つ
い
て
の
検
証
を
禁
じ
て
い
る
内
規
や
規

程
等
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
宮
内
庁
に
は
、
陵
墓
の
治
定
に
つ
い
て
、
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
改
め
る
こ
と
を

禁
じ
る
内
規
や
規
程
等
が
あ
る
の
か
。

（
十
六
）

本
年
二
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
の
質
疑
に
お
い
て
、
「
陵
墓
の
立
入
り
の
取
扱
方
針
」

の
中
で
、
書
陵
部
長
が
立
ち
入
り
を
許
可
す
る
者
の
対
象
に
国
会
議
員
が
含
ま
れ
な
い
問
題
を
取
り
上
げ
、
国
会
で
国

有
財
産
法
上
の
皇
室
用
財
産
を
質
疑
す
る
国
会
議
員
が
陵
墓
の
立
ち
入
り
の
許
可
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
事
態
を
是
正

す
る
よ
う
求
め
た
。
答
弁
に
立
っ
た
平
野
官
房
長
官
は
「
学
術
的
観
点
か
ら
、
今
先
生
御
指
摘
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
の

範
囲
が
ど
こ
ま
で
な
の
か
、
国
会
議
員
と
い
っ
て
も
、
専
門
家
の
方
も
お
ら
れ
る
わ
け
で
し
ょ
う
し
、
そ
う
い
う
観
点

か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
み
た
い
、
こ
の
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
」
と
発
言
し
た
。

研
究
の
結
果
、
国
会
議
員
は
立
ち
入
り
の
対
象
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。
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（
十
七
）

大
阪
府
の
誉
田
御
廟
山
古
墳
の
外
濠
と
外
堤
の
一
部
は
「
応
神
天
皇
陵
古
墳
外
濠
外
堤
」
と
い
う
名
称
で
国
指
定

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
は
誰
な
の
か
、
確
実
に
判
明
し
て
い
る
の
か
。
文
化
庁
の
見
解

を
問
う
。
判
明
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
い
つ
判
明
し
た
の
か
。

（
十
八
）

二
回
の
質
問
主
意
書
（
質
問
第
六
一
一
号
、
質
問
第
六
五
七
号
）
で
、
誉
田
御
廟
山
古
墳
の
被
葬
者
が
明
ら
か
で

な
い
以
上
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
広
め
る
た
め
に
も
史
跡
の
名
称
を
「
誉
田
御
廟
山
古
墳
外
濠
外
堤
」
へ
と
変
更
す
る

よ
う
求
め
た
が
、
答
弁
書
で
は
「
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い
る
名
称
な
ど
、
当
該
史
跡
を
最
も
適
切
に
指
す
も
の
を
名
称

と
し
て
お
り
、
名
称
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
る
」
と
の
旨
の
見
解
を
示
し
た
。
誉
田
御
廟
山
古
墳
は
宮
内
庁

が
応
神
天
皇
陵
と
し
て
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
庁
は
史
跡
の
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。

一
般
的
に
、
史
跡
の
名
称
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
は
ど
う
い
う
場
合
か
。

（
十
九
）

「
応
神
天
皇
陵
古
墳
外
濠
外
堤
」
と
い
う
名
前
で
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
範
囲
は
、
誉
田
御
廟
山
古
墳
の
一
部

に
す
ぎ
ず
、
史
跡
指
定
地
範
囲
外
に
も
こ
の
古
墳
の
外
濠
や
外
堤
が
埋
没
し
た
状
態
で
広
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
な

ぜ
外
濠
と
外
堤
全
域
を
史
跡
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
。
史
跡
に
指
定
し
な
い
の
は
、
外
濠
や
外
堤
が
存
在

し
な
い
か
ら
な
の
か
。
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（
二
十
）

仮
に
誉
田
御
廟
山
古
墳
の
外
濠
と
外
堤
の
範
囲
が
明
確
で
な
い
の
な
ら
ば
、
範
囲
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
範
囲
を
明
確
化
せ
ず
史
跡
に
指
定
し
な
く
て
も
、
原
状
の
ま
ま
で
の
保
存
と
保
護
は
十
分
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

ま
た
、
誉
田
御
廟
山
古
墳
全
域
に
お
け
る
既
往
の
発
掘
調
査
件
数
と
遺
構
検
出
の
件
数
、
そ
の
う
ち
原
状
保
存
さ
れ

て
い
る
件
数
は
何
件
か
。
あ
わ
せ
て
、
調
査
箇
所
、
遺
構
検
出
箇
所
、
そ
の
う
ち
原
状
保
存
箇
所
の
配
置
を
分
か
り
や

す
く
明
示
さ
れ
た
い
。

（
二
十
一
）

奈
良
県
広
陵
町
と
河
合
町
に
ま
た
が
る
馬
見
古
墳
群
を
構
成
す
る
古
墳
の
一
つ
に
全
長
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

前
方
後
円
墳
・
新
木
山
古
墳
（
宮
内
庁
に
よ
れ
ば
三
吉
陵
墓
参
考
地
）
が
あ
る
。
今
年
度
、
こ
の
墳
丘
は
宮
内
庁
に

よ
っ
て
調
査
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
調
査
目
的
は
何
で
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
の
か
。

（
二
十
二
）

新
木
山
古
墳
の
被
葬
者
は
誰
な
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
調
査
で
判
明
し
た
の
か
。
被
葬
者

が
没
し
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
。
古
墳
の
築
造
時
期
は
、
考
古
学
的
見
地
か
ら
い
つ
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

（
二
十
三
）

二
〇
〇
八
年
、
大
阪
府
堺
市
の
百
舌
鳥
御
廟
山
古
墳
に
お
い
て
、
宮
内
庁
と
堺
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
「
同

時
」
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
古
墳
は
墳
丘
部
分
の
み
が
陵
墓
参
考
地
と
し
て
宮
内
庁
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
堺
市
教

九



育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査
部
分
は
、
一
般
市
民
に
も
公
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
宮
内
庁
に
よ
る
調
査
部
分
は
、
「
静

安
と
尊
厳
の
保
持
の
観
点
」
を
盾
に
し
て
宮
内
庁
が
公
開
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
同
時
」
調
査
の
公
開
で
あ
っ
た

た
め
、
「
こ
れ
ま
で
は
周
濠
の
外
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
、
隔
絶
し
た
閉
鎖
空
間
に
置
か
れ
て
い
た
陵
墓
の
発
掘
現
場
を

市
民
も
間
近
に
見
学
で
き
た
こ
と
は
画
期
的
な
出
来
事
だ
っ
た
」
と
評
価
す
る
専
門
家
の
意
見
も
あ
る
。

新
木
山
古
墳
は
百
舌
鳥
御
廟
山
古
墳
と
同
様
に
、
墳
丘
部
分
だ
け
が
宮
内
庁
の
管
理
部
分
で
、
周
濠
や
外
堤
部
分
は

民
有
地
で
あ
る
。
新
木
山
古
墳
の
調
査
も
、
堺
市
の
百
舌
鳥
御
廟
山
古
墳
の
調
査
と
同
様
に
、
宮
内
庁
と
地
元
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
同
時
に
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
を
市
民
に
公
開
す
べ
き
で
な
い
か
。

（
二
十
四
）

馬
見
古
墳
群
に
は
、
宮
内
庁
に
よ
っ
て
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
前
方
後
方
墳
・
新
山
古
墳
が
あ

る
。
新
山
古
墳
の
被
葬
者
は
誰
な
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
調
査
で
判
明
し
た
の
か
。
被
葬
者
が
没

し
た
の
は
い
つ
の
こ
と
か
。
古
墳
の
築
造
時
期
は
考
古
学
的
見
地
か
ら
、
い
つ
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

（
二
十
五
）

新
山
古
墳
か
ら
は
一
八
八
五
年
、
後
方
部
の
竪
穴
式
石
室
か
ら
勾
玉
や
管
玉
等
と
と
も
に
直
弧
文
鏡
等
の
大
量

の
銅
鏡
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
出
土
品
は
現
在
宮
内
庁
が
所
蔵
し
て
い
る
。
古
墳
か
ら
大
量
の
銅
鏡
等
の
副
葬
品

が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
古
墳
は
皇
室
関
係
者
の
墓
地
と
な
り
、
宮
内
庁
が
管
理
す
る
の
か
。

一
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（
二
十
六
）

陵
墓
の
副
葬
品
に
関
し
、
一
九
七
二
年
四
月
二
十
六
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
で
、
瓜
生
順
良
宮

内
庁
次
長
は
「
副
葬
品
と
か
い
う
の
は
、
御
葬
る
御
遺
体
と
一
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
皇

室
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
陵
墓
の
被
葬
者
の
副
葬
品

は
皇
室
の
私
有
財
産
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

（
二
十
七
）

宮
内
庁
が
陵
墓
と
し
て
管
理
し
て
い
る
古
墳
か
ら
出
土
し
た
銅
鏡
を
は
じ
め
と
す
る
副
葬
品
は
、
宮
内
庁
が
宮

廷
費
を
充
て
管
理
し
て
い
る
と
思
う
が
、
副
葬
品
は
皇
室
の
私
有
財
産
で
あ
る
と
い
う
解
釈
の
も
と
で
、
皇
室
の
私
的

経
費
に
充
て
る
内
廷
費
で
な
く
、
国
有
物
品
と
し
て
宮
廷
費
を
充
て
管
理
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

（
二
十
八
）

静
岡
県
沼
津
市
で
は
昨
年
、
辻
畑
古
墳
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、
三
世
紀
末
ま
で
に
は
築
造

さ
れ
た
前
方
後
方
墳
で
、
東
日
本
で
は
最
古
級
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
辻
畑
古
墳
は
、
宮
内
庁
が

陵
墓
と
し
て
管
理
し
て
い
る
箸
墓
古
墳
と
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
辻
畑
古
墳
は
市
道
建
設

に
伴
っ
て
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
古
墳
の
築
造
時
期
等
、
学
術
的
観
点
か
ら
の
重
要
性
を
鑑
み

れ
ば
現
状
保
存
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
辻
畑
古
墳
は
現
状
保
存
さ
れ
な
い
の
か
。
保
存
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ

の
理
由
は
な
ぜ
か
。
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右
質
問
す
る
。
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